
山野の草原に生えるややまれな多年草。全体に密に軟毛があり、茎は直立して高さ40-80cmになる。葉は

楕円形から卵形、長さ6-14cm、幅3-8cm、先は急にとがるかまたはやや円く、基部は円く、8-12cmの葉柄
があり、裏面には著しく脈が浮き出している。花序はごく短い総花柄があってやや密に花をつけ、小花柄は
5-10mm、萼とともに密に毛がある。花冠は濃褐紫色で内面無毛、外面は短毛があり、径12-14mm。副花

冠は楕円形で蕊柱とほぼ同高。花期は6月。

現存が確認できる草原は限られている。2020年版でB

ランクからAランクに変更した。

生育地である草原の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キョウチクトウ科

兵庫県ランク…フナバラソウ
環境省ランク… VUVincetoxicum  atratum  (Bunge) C.Morren et Decne.


